










ここに物をはさまないこと。

●容器（ボンベ）の底部と、
本体の間に物（小石や厚
紙の束など）をはさまない
でください。圧力感知安
全装置が働かなくなり、
容器（ボンベ）が爆発する
おそれがあります。

3. 使用方法

イワタニカセットガス使用時 マグネットと容器（ボンベ）の間にすきま
がないように確実に取り付けてください。

容器受けガイド凸部

切込み
凹部

ボンベが正しくセットされている時
には、ボンベの後ろ側に約2cmのす
きまがあります。

3. 使用方法

■使用方法
6）容器（ボンベ）を装着しましたら容器カバーを閉じてください。

1）容器カバーを開けてください。
2）器具せんつまみを「消」の方向 へ止まるまで回してください。
3）マグネットに異物が付着していないか確認してください。
4）容器（ボンベ）の容器キャップを外してください。
5）ヒートパネルに容器（ボンベ）を載せ、この容器（ボンベ）の切込み凹部を容器受け
ガイド凸部に合わせます。そして、下図のイラストのように容器（ボンベ）の頭近く
に手を添えて、そのまま水平にスライドさせ、完全にマグネットに密着するまで押し
つけて装着します。
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1. 点火する
●器具せんつまみを点火方向に「カチッ」と音のするまで回し、点火したことを確
認してください。点火しない場合は、器具せんつまみをすぐに「消」位置まで戻し、
繰返し点火してください。

　※点火ミスにより繰り返し点火操作をした場合、「ボッ」とい
う音がして少し炎が上がる場合があります。点火操作を行
う場合は、顔や手をバーナーに近づけないでください。

　※購入して初めてお使いの場合、電極の付近の炎が赤くな
りますが、異常ではありません。数回使用されるとおさまり
ます。

2. 火力を調整する
●つまみを「点火」方向に回すと火力を強く、「消」方向に回す
と弱くすることができます。とろ火にする場合は必ず炎を確
認してください。とろ火の場合、炎が見えにくくなります。
3. 消火する
●器具せんつまみを「消」方向に止まるまで戻し、消火してください。
4.使用後の確認
●使用後は、完全に火が消えたことを確認してください。
　※消火直後は本体・容器（ボンベ）とも熱くなっていますので、
しばらくたってから必ず容器（ボンベ）を取り外してください。

　※容器（ボンベ）を取り外さないと、器具の故障やガスが漏れ
るおそれがあります。

5. 容器（ボンベ）を取り外す
●容器カバーを開け、容器（ボンベ）を持って取り
付ける時と逆の方向に、少し力を入れて水平に
スライドさせてマグネットから取り外します。

●取り外した容器（ボンベ）には必ずキャップをして
保管してください。

●容器（ボンベ）を取り外してから容器カバーを閉じ
てください。

■容器（ボンベ）の取り付け
下記の手順に従って容器（ボンベ）の取り付けを行ってください。誤った手順で取り付けを
行うと、予期しない危険が考えられますので、ご注意ください。

■使用場所の確認
使用する場所が、本書３ページの使用禁止場所に該当しないこと、および本書2ページ、４ページの危険、警告や注意の事項を守っ
ている状態であること、を確認してください。

■ご使用前に下記の注意事項をよくお読み
ください

●容器（ボンベ）を確実に装着しないと、
ガスが漏れて火災の原因となります。

●器具せんつまみが「消」の位置にないと
容器装着安全装置（1ページ参照）が働
き、容器（ボンベ）が装着できません。

●使用前には必ず、ガス漏れの確認、
点火・消火動作に異常のない事の確
認をしてからご使用ください。

●故障または破損したものと思われるものは絶対に使用
しないでください。

●炎を小さくしすぎると、風で消えやすく
なりますので、ご注意ください。

●未点火の状態で器具せんつまみが
「消」以外の位置になっているとガスが
出て危険です。ご注意ください。

●使い始めのときや、容器（ボンベ）の温度が低いとき
には点火しにくい場合があります。注意しながら数回、
点火操作を繰り返してください

※点火ミスにより繰り返し点火操作をした場合、「ボッ」
という音がして少し炎が上がる場合があります。点火
操作を行う場合は、顔や手をバーナーに近づけない
でください。

●点火したときに、バーナ－より炎が離れて燃焼してい
るときがありますが、異常ではありません。2～3分間、
器具せんつまみを少し絞って使用してください。

●容器（ボンベ）の取り付け（装着
力）が重い場合には、容器（ボ
ンベ）の先端（右図　）に植物
油を薄く塗ってください。

植物油の
塗布個所

●容器（ボンベ）を取り外した後も、こん
ろの配管には少量のガスが残っていま
す。危険防止のため、もう一度点火し
て残っているガスを燃焼させてください。

※しる受けを取り外す時は、こんろが冷えてからおこなっ
てください。

しる受けのごとくを
上方向に持ちあ
げると取り外すこ
とができます。

1）しる受けの角に
まるみのある側
をこんろ本体の
矢印部分に合
わせます。

2）反対側を矢印
方向に本体へ
はめこむようにし
て取り付けます。

■しる受けの取り外し方・取り付け方

〔取り付け〕〔取り外し〕
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4.日常の点検・手入れ、故障・異常時の処置




